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茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会

員
の
皆
様
、
ご
機
嫌
よ
ろ
し
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
新
し
き
年
度
が
我
々
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
と
し
て
、
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
願
い
を
込
め
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆
様
に
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
事
業
も
予
定
通
り
滞

り
な
く
、
す
べ
て
の
事
業
が
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
役
員
の
皆
様
の

献
身
的
な
ご
努
力
と
、
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
の
意
を
表

し
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
協
議
会
の
主
事
業
で
あ
る
登
録
更

新
時
の
必
須
義
務
研
修
で
あ
る
全
県
研

修
会
に
お
い
て
は
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス

タ
ジ
ア
ム
水
戸
に
お
い
て
盛
大
に
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
更
に
支
部
単
位
の
更

新
時
義
務
研
修
会
は
、
県
南
支
部
・
県

北
支
部
が
其
々
に
支
部
の
特
徴
を
演
出

し
、
役
員
の
皆
様
の
お
力
が
前
面
に
出

さ
れ
て
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
出
来
た
も
の
と
確
信
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
行
事
に
な
り
ま
し
た
、

公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
表
彰
式
典
が
、

去
る
平
成
三
十
年
十
二
月
八
日
、
東
京

都
港
区
高
輪
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ

ィ
品
川
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
公

認
指
導
者
の
全
国
研
修
会
に
先
立
ち
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
の
受
賞
者

は
以
下
の
通
り
で
す
。

▽
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
推
薦
者

　

小
堀　

英
樹
様
（
中
央
支
部
推
薦
）

　

吉
田　

広
光
様
（
常
任
理
事
会
推
薦
）

　

青
柳　

薫
光
様
（
常
任
理
事
会
推
薦
）

▽
県
競
技
団
体
推
薦
者

　

荻
野
谷
恵
子
様
（
水
泳
連
盟
推
薦
）

　

伊
藤
ゆ
か
り
様
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
盟
推
薦
）

　

計
五
名
の
皆
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

更
な
る
ご
健
勝
の
う
え
ご
活
躍
を
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

式
典
後
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
全

国
研
修
会
は
、

　

＊
特
別
講
演
と
し
て

品
川
女
子
学
院
理
事
長
の
漆　

紫
穂
子

様
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
役
立
て

る
組
織
改
革
」
と
相
手
の
や
る
気
を
引

き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

＊
特
別
対
談
は
二
〇
一
九
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
裏
話
を
出

演
者
の
ピ
エ
ー
ル
瀧
氏
と
制
作
担
当
の

訓
覇　

圭
氏
に
よ
る
ド
ラ
マ
宣
伝
が
あ

り
ま
し
た
。

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
に
お
け
る
ア
ス
リ
ー
ト
発
掘
事

業
の
現
状
」
と
題
し
て
横
田
匡
俊
氏

に
よ
る
座
学
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
平
成
三
十
年
度
全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
連
絡
会
議
（
代
表
者
会
議
）
が
十
二

月
七
日
（
金
）　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
渋
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＊
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
制
度
の
改
定

に
つ
い
て

＊
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
育
成
ア
ク
シ

ョ
ン
二
〇
一
八
に
つ
い
て

＊
「
資
格
更
新
の
た
め
の
義
務
研
修
」

の
名
称
変
更
に
つ
い
て

＊
運
動
部
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

◎
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
二
〇
一
九
年
度
事
業

＊
二
〇
一
九
年
六
月
十
六
日
〜
七
日
、

千
葉
県
幕
張
に
お
い
て
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
宿
泊
研
修
会
を
開
催
実
施
す
る
。

開
催
担
当
幹
事
は
、
千
葉
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
。

◎
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
県
体
育
協
会
の
指

導
の
下
、
義
務
研
修
会
を
中
心
に
、
機

会
あ
る
毎
に
「
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る

暴
力
根
絶
」
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

又
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
主
旨
に
基
づ
き
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
人
間
力
向
上
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
、
平
成
二
〇
一
九
年
度
が

有
資
格
者
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
に
と
っ

て
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
終
わ
り
に

二
〇
一
九
茨
城
国
民
体
育
大
会
の
成
功

を
祈
念
し
、
併
せ
て
ご
愛
読
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
活
躍

を
、
更
に
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協

議
会
へ
の
各
別
な
る
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

平
成
三
十
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
協
議
会
の
事
業
活
動
を
、
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
本
協
議
会
総
会
は
、
平
成
三

十
年
四
月
二
十
二
日
（
日
）
に
水
戸
市

内
原
中
央
公
民
館
で
開
催
し
て
、
本
協

議
会
照
沼
会
長
よ
り
総
会
席
上
に
於
い

て
、
功
労
賞
に
県
北
支
部
長
推
薦
で
高

松
淑
子
様
（
日
立
市
）
が
受
賞
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
並
び
に
平
成
三
十
年
度
事

業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
、
本
協
議

会
規
約
一
部
改
革
案
が
全
会
一
致
で
ご

承
認
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
の
主
な
る
事
業
は
、
義
務

研
修
「
全
県
研
修
会
・
地
区
研
修
会
」

を
茨
城
県
内
の
三
会
場
で
開
催
し
て
、

全
県
研
修
会
を
水
戸
支
部
及
び
研
修
委

員
会
が
主
管
で
、
平
成
三
十
年
八
月
十

二
日
（
日
）
に
水
戸
市
・
ケ
ー
ズ
デ
ン

キ
ス
タ
ジ
ア
ム
水
戸
で
開
催
、
参
加
申

込
者
は
二
百
二
十
名
に
対
し
、
受
講
者

は
百
八
十
八
名
「
会
員
百
三
十
七
名
・

非
会
員
五
十
一
名
」
で
あ
り
ま
し
た
。

　

県
南
地
区
研
修
会
は
県
南
支
部
主
管

で
、
平
成
三
十
年
十
一
月
十
一
日
（
日

）
に
阿
見
町
・
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
開
催
、
参
加
申
込
者
は
百
四
十
一

名
に
対
し
、
受
講
者
は
百
二
十
三
名
「

照 

沼 

一 

美

　

会 

長

会
長
ご
あ
い
さ
つ

平
成
三
十
年
度　

本
協
議
会
活
動
報
告

鈴 

木 

義 

夫

　
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

　
　
　
　

副
会
長
兼
事
務
局
長



　⑶ 茨城県スポーツ指導者協議会会報 　　第 78 号　

会
員
九
十
六
名
・
非
会
員
二
十
七
名
」

で
あ
り
ま
し
た
。

　

県
北
地
区
研
修
会
は
県
北
支
部
主
管

で
、
平
成
三
十
一
年
二
月
三
日
（
日
）

に
日
立
市
・
十
王
総
合
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
、
参
加
申
込
者
は
六
百
十

八
名
に
対
し
、
受
講
者
は
六
百
十
七
名

「
会
員
五
十
二
名
・
非
会
員
十
五
名
」

で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
会
報
を
毎
年
二
回
「
八

月
上
旬
及
び
三
月
中
旬
」
に
広
報
委
員

会
が
主
管
で
、
原
稿
依
頼
、
研
修
会
取

材
、
文
書
校
正
等
な
ど
編
集
後
に
印
刷

製
本
が
出
来
上
が
り
次
第
、
本
協
議
会

事
務
局
か
ら
各
支
部
を
通
じ
て
、
会
員

皆
様
へ
無
料
で
会
報
を
配
布
し
て
お
り

さ
ら
に
各
支
部
が
独
自
に
研
修
会
・
講

習
会
の
開
催
と
支
部
便
り
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

茨
城
県
に
登
録
す
る
（
公
財
）
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

平
成
三
十
年
十
月
一
日
現
在
登
録
人
数

は
、
三
千
六
百
四
十
八
名
で
あ
り
ま
す

が
、
平
成
三
十
一
年
一
月
十
二
日
現
在

本
協
議
会
六
支
部
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
で
有
資
格
者
数
及
び
会
員
数

は
、「
県
北
支
部
有
資
格
者
三
百
四

名
・
会
員
百
五
十
六
名
」・「
水
戸

支
部
有
資
格
者
三
百
九
十
八
名
・

会
員
百
六
十
三
名
」・「
中
央
支
部

有
資
格
者
五
百
七
十
九
名
・
会
員

二
百
九
十
一
名
」・「
鹿
行
支
部
有

資
格
者
百
九
十
一
名
・
会
員
九
十
六

名
」・「
県
南
支
部
有
資
格
者
千
百
四

名
・
会
員
四
百
六
十
五
名
」・「
県
西

支
部
有
資
格
者
三
百
七
十
四
名
・
会

員
百
七
十
五
名
」・「
県
外
有
資
格
者

九
十
名
・
会
員
二
十
二
名
」
で
有
資

格
者
合
計
は
三
千
四
十
名
（
但
し
ス
ポ

ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
は
除
く
）、
会
員
合
計

は
千
三
百
六
十
八
名
で
、
会
員
比
率

四
十
五
％
に
な
り
ま
し
た
。

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、
資
格
取

得
後
に
義
務
研
修
を
三
年
六
か
月
以
内

に
一
回
以
上
の
研
修
会
に
受
講
し
た
実

績
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
協
議

会
が
主
催
す
る
義
務
研
修
「
全
県
研
修

会
及
び
地
区
研
修
会
」
に
受
講
さ
れ
た

方
々
を
（
公
財
）
茨
城
県
体
育
協
会
か

ら
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
デ

ー
タ
入
力
し
て
、
資
格
更
新
の
案
内
通

知
が
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か

ら
送
付
さ
れ
る
よ
う
当
協
議
会
が
ご
支

援
い
た
し
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
、
毎
年
四
月
及
び
十
月

に
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
資

格
取
得
及
び
資
格
更
新
が
完
了
さ
れ
た

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
会
員
入
会
の

ご
案
内
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
積
極
的

な
本
協
議
会
へ
の
会
員
入
会
に
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
の
発
展
寄
与
及
び
事
業
運
営
等

に
、
会
員
皆
様
の
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
度
，
県
体
育
協
会
に
採
用
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
事
業
を

中
心
に
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
昨
年
の
十
月
か
ら
茨
城

県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
小
学
校
か

ら
大
学
ま
で
選
手
と
し
て
プ
レ
ー
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
も
現
役
選
手
と
し
て

茨
城
国
体
を
目
指
し
つ
つ
、
母
校
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
せ
て
も
ら
い
な
が

ら
、
後
輩
達
へ
指
導
す
る
機
会
を
い
た

だ
い
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
も
係
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
き
た

中
で
多
く
の
指
導
者
と
出
会
い
、
教
え

を
受
け
て
、
人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
大
き
な
影

響
を
受
け
た
教
え
が
、「
技
術
・
戦
術

を
身
に
つ
け
る
前
に
、
人
と
し
て
の
ベ

ー
ス
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
い
け

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
サ
ッ
カ

ー
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
と

こ
ろ
で
、
人
間
性
が
し
っ
か
り
し
て
い

な
い
と
そ
の
上
に
技
術
は
積
み
上
が
ら

ず
、
苦
し
い
と
き
こ
そ
人
間
性
の
高
さ

が
技
術
の
高
さ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
教
え
は
、
現
在
社
会
人
と
し
て

仕
事
に
取
り
組
む
私
に
と
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
、
今

で
も
人
間
性
を
磨
く
た
め
、
日
々
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
指
導
者
は
選
手
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
存
在
で
あ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
選
手
を
人
と
し
て

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
成
長
さ
せ
る
た
め

に
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
指
導
者
は
選
手
と
本
気
で
向
き
合

う
中
で
、
自
身
の
過
去
の
経
験
に
囚
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
進
取
の
気
性
を
も

ち
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
指
導
者
自
身
も
そ
の
過
程

で
、
人
と
し
て
指
導
者
と
し
て
成
長
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
に

は
、
学
び
続
け
る
指
導
者
の
育
成
、
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
指
導
者
の
育

成
に
尽
力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
共

に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
の
度
、
茨
城
県
体
育
協
会
及
び
茨

城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
中
央
支

部
の
ご
推
薦
を
頂
き
、
平
成
三
十
年
十

二
月
八
日
（
土
）
東
京
品
川
区
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
に
於
い
て
、
平

成
三
十
年
度
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
全

国
大
会
、
公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
協

会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰
を
受

賞
し
、
一
九
八
八
年
か
ら
小
川
空
手
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
立
ち
上
げ
、
一
九
九

三
年
に
鉾
田
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

発
足
し
、
一
九
八
四
年
に
は
、
鉾
田
第

一
高
等
学
校
空
手
道
部
へ
外
部
指
導
員

と
し
て
指
導
に
携
わ
り
、
長
く
指
導
者

平
成
三
十
年
度
（
公
財
）
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と
し
て
こ
れ
た
の
も
私
一
人
の
力
と
言

う
よ
り
、
廻
り
の
空
手
関
係
の
先
輩

方
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
父
兄
の
方
々

の
ご
協
力
、
高
校
の
校
長
を
始
め
顧
問

の
先
生
の
ご
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
今
回
の
受
賞
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
受
賞
に
恥
じ

な
い
よ
う
空
手
道
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
て
行
こ

う
と
新
た
な
覚
悟
を
持
っ
て
歩
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
二
０
二
〇
年
は
空
手
界

の
念
願
で
あ
っ
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
に
正
式
に
入
り
、
空
手
の
伝
統
を
世

界
に
発
信
出
来
る
よ
う
、
ま
ず
は
地
域

か
ら
活
動
を
す
る
こ
と
が
私
の
使
命
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
成
三
十
年
十
二
月
八

日
、
品
川
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
に
於
い

て
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
全
国
研
修

会
が
あ
り
、
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ

ー
ツ
協
会
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

全
国
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

茨
城
県
体
育
協
会
、
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
協
議
会
、
常
任
理
事
会
の
皆

様
方
に
ご
推
薦
を
頂
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
長

の
照
沼
様
に
も
会
場
に
出
席
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
九
八
一
年
に
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
資
格
を
得
て
、
学
校
を
始
め
地
域
の

青
少
年
の
指
導
・
育
成
に
尽
力
し
、
様

々
な
指
導
力
も
学
び
、
平
成
三
年
十
一

月
、
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
第
一

種
資
格
を
得
て
、
茨
城
県
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
審
判
員
評
議
員
と
し
て
活
動
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
協
議
会
水
戸
支
部
の
一
員
と
し
て

現
在
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
国
研
修
会
で
は
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
中
に
、
①
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
人

を
増
や
す
。
②
反
倫
理
的
行
動
を
根
絶

す
る
。
③
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
す
る
」「
見

る
」「
支
え
る
」
と
い
っ
た
多
様
な
楽

し
み
方
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
の
中

に
お
い
て
、
生
涯
を
通
じ
て
長
く
楽
し

め
る
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
答
え
は
、
導
き

行
動
を
促
す
何
か
と
教
え
ら
れ
る
問
題

点
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

平
成
三
十
年
度
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
全
国
研
修
会
が
、
平
成
三
十
年
十
二

月
八
日
に
東
京
都
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
品
川
に
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
席

上
で
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
全
国
一
八
三
名
の
一
人
と
し

て
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
常
務
理
事
ヨ
ー

コ　

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
様
よ
り
表
彰
盾

を
頂
き
ま
し
た
。
推
薦
を
頂
き
ま
し
た

茨
城
県
体
育
協
会
並
び
に
茨
城
県
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
皆
様
方
に
心
か

ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
関
わ
り
は
、

昭
和
五
十
二
年
に
地
域
の
お
父
さ
ん
チ

ー
ム
に
参
加
し
た
の
が
最
初
で
、
そ
の

後
、
昭
和
五
十
四
年
に
同
じ
地
域
に
マ

マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
監
督
に
な
っ
て
本
格
的
に
始
動
し

た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
マ
マ
さ
ん
と
い

う
名
称
は
、
現
在
レ
デ
ィ
ー
ス
と
な
り

ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
も
今
年
で
創
部
四

十
年
を
迎
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
大
会
十
二
回
、
関
東

大
会
十
六
回
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
、
創
部
当
初
は
こ
ん
な
に
も
永

く
チ
ー
ム
に
関
わ
れ
る
と
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
創
部
か
ら
数
年
は

試
合
を
す
れ
ば
負
け
の
連
続
。
し
か
し

指
導
者
の
資
格
を
取
得
し
て
か
ら
は
、

た
だ
教
え
る
だ
け
で
は
選
手
に
そ
れ
以

上
を
望
め
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
選
手
自
ら
が
進
ん
で
考
え
て
行
動

す
る
た
め
に
一
つ
ひ
と
つ
の
プ
レ
ー
に

対
し
「
何
故
出
来
な
い
の
か
」
で
は
な

く
「
ど
う
し
た
ら
出
来
る
の
か
」
等
を

選
手
と
一
緒
に
考
え
、
悩
み
失
敗
を
繰

り
返
し
な
が
ら
進
め
て
来
た
結
果
、
試

合
に
勝
利
し
た
時
の
感
動
が
忘
れ
ら
れ

ず
に
今
日
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
継
続
出
来
た
の
は
何
と

言
っ
て
も
一
緒
に
考
え
悩
ん
で
く
れ
た

多
く
の
選
手
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
一
番

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
指
導
者
と
し

て
自
己
研
磨
を
重
ね
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

水
戸
支
部
は
、
今
年
市
政
施
行
一
三

〇
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
過
去
か
ら

学
び
未
来
に
向
か
っ
て
、
茨
城
県
の
ス

ポ
ー
ツ
界
と
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く

活
躍
が
出
来
る
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ

う
、
後
押
し
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
政
財
界
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ

文
化
各
界
か
ら
も
地
域
経
済
に
触
れ
、

今
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
挑
戦
を
し
て
行
く

年
に
責
献
出
来
る
よ
う
活
動
し
た
い
で

す
。　最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
水
戸
支
部

の
活
動
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

二
〇
一
九
年
、
中
央
支
部
総
会
を
、

四
月
十
三
日
（
土
）
ひ
た
ち
な
か
市
松

戸
体
育
館
研
修
室
Ａ
に
於
い
て
、
前
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
を
行
い
、
今
年
度
の
事
業
案
、
予

算
案
を
審
議
し
て
頂
き
、
新
た
な
役
員

構
成
で
よ
り
よ
い
活
動
が
出
来
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
会
員
一
人
一
人
が
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
に
改
名
さ
れ
た
事
を
心
に

受
け
止
め
て
、
活
動
し
て
行
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

尚
新
た
に
指
導
者
資
格
更
新
時
に
、
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皆
さ
ん
の
活
動
資
格
に
も
よ
り
ま
す
が

一
次
救
命
処
置
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
講
習
が
義

務
研
修
実
績
の
申
請
を
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

支
部
継
続
事
業
の
救
急
救
命
講
習
会

を
六
月
一
日
（
土
）
ひ
た
ち
な
か
市
田

彦
消
防
署
に
於
い
て
、
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
際
日
に
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
指

導
者
育
成
専
門
委
員
会
に
提
出
す
る
、

義
務
研
修
実
績
申
請
書
が
入
手
出
来
る

よ
う
に
手
配
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

う
一
つ
の
支
部
継
続
事
業
の
支
部
研
修

を
七
月
を
目
安
に
笠
松
運
動
公
園
多
目

的
室
に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
も
義
務
研
修
と
な
り
ま
す
よ
う
に
手

続
き
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
地
区
研
修
会
と

し
て
、
中
央
研
修
が
開
催
の
は
こ
び
に

な
り
ま
し
た
ら
、
十
二
月
に
笠
松
運
動

公
園
多
目
的
室
で
、
本
部
の
指
導
の
基

に
実
施
致
し
ま
す
。

皆
様
の
活
動
日
と
の
予
定
を
ふ
ま
え
て

参
加
申
し
込
み
を
と
思
い
ま
す
。

　

八
月
四
日
（
日
）
県
体
育
協
会
、
県

指
導
者
会
協
議
会
主
管
に
よ
る
、
全
県

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

更
新
時
期
を
逸
す
る
と
、
手
続
き
が
大

変
難
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
気
を
配
っ

て
頂
い
た
方
が
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
国
民
体
育
大
会
が
、
日
頃

の
活
動
に
加
え
て
、
全
県
下
で
施
行
さ

れ
る
訳
で
す
が
、
一
人
一
人
が
自
分
の

場
所
で
の
参
加
の
た
め
、
来
県
な
さ
る

皆
様
を
お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え

し
、
子
供
達
の
心
に
残
る
二
〇
一
九
い

き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
、
い
き
い
き
茨

城
ゆ
め
大
会
を
、
一
丸
と
な
っ
て
、
成

功
さ
せ
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
茨
城
ゆ
め
国
体
の
年
と
な

り
、
鹿
行
地
域
と
し
て
も
各
種
種
目
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

鹿
嶋
市
は
成
年
・
少
年
の
サ
ッ
カ
ー
。

潮
来
市
は
ボ
ー
ト
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
、
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン

グ
。
鉾
田
市
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、（
リ
ー
ド
・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
）。　

神
栖
市
は
テ
ニ
ス
、
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン

ト
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
行
方
市
は
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
ビ
ー
チ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
域
も
盛
り
上
げ
よ
う
と
苦
労
を

重
ね
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
現

地
で
生
の
活
躍
を
見
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
支
部
活
動
と
し
て
十
二

月
に
は
支
部
役
員
研
修
会
を
開
催
し
、

２
０
２
０
年
１
月
に
開
催
予
定
の
公
認

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
義
務
研
修
会
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
行
支
部
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
や
新
し
い
指
導
者
の
発
掘
な
ど
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
協
議
会
活
動
を
盛
り
上
げ

る
議
案
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

翌
年
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
鹿
嶋
市
の
カ
シ

マ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
見

る
事
が
出
来
ま
す
。
よ
り
レ
ベ
ル
の
高

い
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
方
は
い
ろ

い
ろ
な
新
し
い
情
報
を
身
に
付
け
る
た

め
に
も
、
研
修
会
に
参
加
し
た
り
、
生

の
試
合
等
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
三
十
年
度
も
後
少
し
、
義
務
研

修
会
（
県
南
地
区
）
も
多
数
の
ご
参
加

を
頂
き
、
会
員
各
位
の
協
力
の
下
に
実

施
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
致
し
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
は
、
新
天
皇
即

位
、
新
元
号
発
布
を
は
じ
め
、
参
議
院

選
挙
茨
城
国
体
と
慌
し
い
年
と
な
り
ま

す
。
国
体
実
施
に
関
係
す
る
指
導
者
の

皆
様
に
は
大
変
ご
苦
労
な
事
と
ご
推
察

致
し
ま
す
。
成
功
裏
に
実
施
さ
れ
る
事

を
心
よ
り
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

十
一
月
県
南
地
区
義
務
研
修
会
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
Ⅰ

岩
渕
先
生
の
実
体
験
を
踏
ま
え
た
お
話

が
聴
け
て
良
か
っ
た
。
叱
る
、
怒
る
の

違
い
区
別
し
て
も
差
別
は
し
な
い
。
愛

情
を
持
っ
て
指
導
す
れ
ば
信
頼
関
係
が

築
け
る
等
の
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
講
演
Ⅱ
渋
谷
先
生
の
コ
ー
チ
ン
グ

の
話
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
解
り
や

す
く
共
感
を
得
た
内
容
で
し
た
。
動
機

付
け
を
ど
の
様
に
し
て
導
く
か
？
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
重
要
性
を

実
感
し
た
。
外
発
的
、
内
発
的
動
機
づ

け
の
大
切
さ
を
理
解
で
き
た
。
参
加
者

に
様
々
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
講
演

で
し
た
。
多
様
な
感
想
・
意
見
が
ア
ン

ケ
ー
ト
に
あ
り
、
全
部
紹
介
出
来
ま
せ

ん
が
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
、

実
践
的
具
体
的
コ
ー
チ
ン
グ
法
等
の
要

望
の
ご
意
見
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
駐

車
場
の
混
雑
で
一
部
車
の
移
動
等
に
皆

様
に
ご
協
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
回
県
南
地
区
開
催
は
２
０
２
０

年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
要

望
に
沿
え
る
研
修
会
を
実
施
で
き
れ
ば

と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
協
議
会
、
県
西
支
部
の
活
動
も

ま
も
な
く
終
わ
り
に
来
て
お
り
ま
す
。

昨
年
八
月
十
二
日
（
日
）
平
成
三
十
年

度
全
国
研
修
会
を
水
戸
支
部
及
び
研
修

委
員
が
主
管
で
、
初
め
て
水
戸
の
ケ
ー

ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
水
戸
で
開
催
さ

れ
、
無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

県
西
支
部
か
ら
は
、
二
十
四
名
の
方
が

参
加
し
て
頂
き
遠
路
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
県
西
支
部
会
員
は
十
二
月

末
現
在
、
百
七
十
五
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。（
県
西
支
部
有
資
格
者

三
百
七
十
四
名
会
員
比
率
は

四
十
六
・
八
％
）　

平
成
三
十
年
度
、
県

西
支
部
独
自
の
活
動
と
し
て
は
県
西
支

部
総
会
時
に
「
理
想
的
な
指
導
」
と
題

し
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
平
成

三
十
一
年
度
（
新
元
年
）
は
県
西
支
部

役
員
の
更
新
時
期
（
一
期
二
年
）
に
な

り
、
一
月
二
十
日
（
日
）
に
支
部
役
員

　⑸ 茨城県スポーツ指導者協議会会報 　　第 78 号　
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県南地区研修会受付（Ｈ 30.11.11 阿見町）



会
を
開
催
し
、
ほ
と
ん
ど
留
任
と
の
結

論
を
出
し
ま
し
た
。（
支
部
総
会
承
認

事
項
）
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
西

支
部
総
会
を
五
月
十
九
日
（
日
）
に

予
定
、
同
日
に
普
通
救
命
講
習
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
行
い
ま
す
。
又
、
隔
年
開
催
さ

れ
る
県
西
支
部
主
管
の
平
成
三
十
一
年

度
（
新
元
号
）
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
地
区
研
修
会
を
十
一
月
に
開
催
し
ま

す
。
場
所
は
古
河
市
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総

和
を
予
定
し
て
あ
り
ま
す
。
地
区
研
修

会
開
催
時
に
は
県
西
支
部
会
員
の
方
々

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
毎
年
、
茨
城
県

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
表
彰
候
補
者

を
本
部
に
推
薦
し
て
お
り
ま
す
が
会
員

の
方
々
か
ら
の
情
報
を
頂
き
た
く
第
七

十
八
号
の
会
報
に
表
彰
規
定
細
則
を
同

封
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
か
ら
の
情
報

を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
会
報
を
ご
覧
に
な
り
、
ご
意
見

ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
な
ら

〒
三
〇
六―

〇
〇
五
二

　

古
河
市
大
山
一
五
四
三―

一
三

　
　

県
西
支
部
事
務
局　

近
藤
康
雄

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
八
〇―

四
八―

一
九
一
一

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
回
、
今
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
ご

報
告
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
の
事
業

計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
事
業
実
績

六
月
四
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

・
支
部
総
会
の
反
省

　
　
　
　
　

・
実
技
研
修
会
の
総
括

　
　
　
　
　

・
支
部
広
報
紙
対
策

七
月
二
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

・
県
理
事
会
報
告

　
　
　
　
　

・
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

八
月
六
日　

定
例
会

・
支
部
広
報
紙
発
行

　
　
　
　
　

・
地
区
研
修
会
対
策

九
月
三
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

・
全
県
研
修
会
報
告　
　

　
　
　
　
　

・
支
部
役
員
研
修
会
対
策

　
　
　
　
　

・
女
性
セ
ン
タ
ー
対
策

　

三
十
日　

支
部
役
員
研
修
会

十
月
一
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

・
県
常
任
理
事
会
報
告

　
　
　
　
　

・
地
区
研
修
会
対
策

　
　
　
　
　

・
女
性
セ
ン
タ
ー
祭
対
策

　
　
　
　
　
　

十
一
月
五
日
定
例
会

　
　
　
　
　

・
地
区
研
修
会
対
策

　
　
　
　
　

・
女
性
セ
ン
タ
ー
報
告

十
二
月
三
日
定
例
会

　
　
　
　
　

・
地
区
研
修
会
対
策

　
　
　
　
　

・
支
部
総
会
対
策

一
月
二
十
一
日
定
例
会

　
　
　
　
　

・
地
区
研
修
会
対
策

　
　
　
　
　

・
新
年
度
事
業
計
画
審
議

　
　
　
　
　

・
女
性
セ
ン
タ
ー
対
策

二
月
三
日

　
　
　
　
　

・
地
区
研
修
会
開
催

　
　
　
　
　
　

定
例
会

　
　
　
　
　

・
地
区
研
修
会
の
反
省

以
上
が
現
在
ま
で
に
実
施
し
た
事
業
で

す
。

　

今
回
の
地
区
研
修
会
の
会
場
を
従
来

の
女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
日
立
市
十
王
総

合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
十

王
」
に
変
え
開
催
し
ま
し
た
。

茨
城
県
体
育
協
会
の
橋
本
事
業
課

長
、
塙
主
事
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
か
ら
鈴
木
事
務
局
長
、
青
柳

委
員
長
、
君
和
田
広
報
委
員
長
の
ご
出

席
を
賜
り
、
県
北
地
区
研
修
会
の
運
営

に
つ
い
て
所
感
を
頂
き
ま
し
た
。
次
回

の
開
催
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
三
月
に
支
部
広
報
紙

を
発
行
し
、
五
月
二
十
日
に
支
部
総
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
会
は
、
平
成

三
十
年
度
の
反
省
と
、
三
十
一
年
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
議
論
し
、
会
員
の
皆

様
の
活
動
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
計
画

を
立
て
、
支
部
役
員
一
同
精
一
杯
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
北
支
部
で
は
役
員
と
し
て
ご
協
力

で
き
る
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
事
務
局
長
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

第
七
十
八
号
会
報
発
行

に
当
た
り
皆
様
に
原
稿
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会

報
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
寄
せ
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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次
回
の
会
報
七
十
九
号
発
行
は

　

平
成
三
十
一
年
八
月
（
予
定
）
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広
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長

　

君
和
田　

治　

也

広
報
副
委
員
長

　

髙
野　

照
代
（
鹿
行
支
部
）

広
報
委
員

　

佐
藤　

マ
ツ
（
県
北
支
部
）

　

岡
野　

秀
一
（
水
戸
支
部
）

　

柏
葉　

光
子
（
中
央
支
部
）

　

櫻
井　

孝
之
（
県
南
支
部
）

　

角
谷　

俊
二
（
県
西
支
部
）

　

鈴
木　

義
夫
（
事
務
局
長
）

http://www.ibaraki-sports.or.jp/

編
集
後
記

広
報
委
員
会

会
員
入
会
協
力
へ
の

お
ね
が
い

　

会
員
の
皆
様
、
有
資
格
者
の
お

仲
間
に
、
会
員
入
会
を
お
勧
め
い

た
だ
け
る
様
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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長
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県北地区研修会（Ｈ 31.2.3 日立市）


